
最
近
、「
企
業
の
社
会
的
責
任
」（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）が

わ
が
国
に
お
い
て
非
常
に
多
く
聞
か
れ
る
。
こ
れ

は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
重
視
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
伴
う
人
権
問
題
や
貧
困

問
題
へ
の
認
識
の
高
ま
り
、

情
報
化
社
会
や
少
子
高
齢
化

の
進
展
な
ど
の
状
況
の
変
化

に
よ
り
、
社
会
的
・
経
済
的

な
問
題
解
決
に
向
け
て
企
業

の
役
割
へ
の
期
待
が
世
界
的

に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
背

景
に
あ
る
。
企
業
は
こ
う
し

た
変
化
を
先
取
り
し
、
企
業

を
取
り
巻
く
関
係
者
、
す
な

わ
ち
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

対
話
を
重
ね
つ
つ
社
会
的
責

任
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、

社
会
の
中
で
存
在
意
義
を
高

め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

日
本
経
団
連
で
は
、
二
〇
〇
三
年
十
月
に
企
業

行
動
委
員
会
と
社
会
貢
献
推
進
委
員
会
の
合
同
部

会
と
し
て
社
会
的
責
任
経
営
部
会（
以
下

部
会
）

を
設
置
し
、
社
会
的
責
任
経
営
の
あ
り
方
を
総
合

的
に
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
国
際
標
準
化

機
構（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）に
お
け
る
社
会
的
責
任
の
規
格
作

り
の
状
況
も
あ
わ
せ
、
日
本
経
団
連
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
ツ
ー
ル
」
を
作
成

部
会
は
、
日
本
経
団
連
の
「
企
業
行
動
憲
章
」

お
よ
び
そ
の
「
実
行
の
手
引
き
」
の
二
〇
〇
四
年

の
改
定
作
業
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
視
点
を
盛
り

込
む
た
め
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
特
に
、

「
実
行
の
手
引
き
」
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
指
針
と
も

い
え
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。

し
か
し
、
企
業
担
当
者
か
ら
は
日
本
企
業
が
Ｃ

Ｓ
Ｒ
を
推
進
す
る
に
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ご

と
に
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
や
企
業
の
実
例
集
が

必
要
で
あ
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ

で
、
部
会
で
は
「
企
業
行
動
憲
章
」
と
「
実
行
の

手
引
き
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
・
企
業
倫
理
」「
情
報
」「
人
権
・
労
働
」
な

ど
の
課
題
分
野
を
下
敷
き
に
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
鍵

と
な
る
概
念
で
あ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ご
と
に

課
題
を
詳
細
に
解
説
す
る
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
ツ
ー

ル
」
を
作
成
し
た
。

こ
の
ツ
ー
ル
は
、課
題
分
野
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
ご
と
に
諸
課
題
を
整
理
し
た「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
主
要
要
素

の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」と
、マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
含
ま
れ
る

諸
課
題
に
対
す
る
具
体
的
な
事
例
を
集
め
た
「
Ｃ

Ｓ
Ｒ
主
要
項
目
と
参
考
事
例
」
の
二
つ
か
ら
成
る
。

前
者
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
戦
略
を
立
て

る
た
め
の
い
わ
ば
鳥
瞰
図
と
も
い
え
、
企
業
の
経

営
者
が
自
社
の
理
念
、
組
織
、
風
土
、
経
営
環
境
、

事
業
戦
略
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り

組
み
分
野
の
選
択
や
優
先
順
位
づ
け
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
主
要
項

廣
�

博

ひ
ろ
せ

ひ
ろ
し

日
本
経
団
連
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
活
動

〜「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
ツ
ー
ル
」
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｓ
Ｒ
第
二
回
総
会
の
報
告
〜

日
本
経
団
連
社
会
的
責
任
経
営
部
会
長

住
友
化
学
常
務
執
行
役
員
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目
と
参
考
事
例
」
の
中
か
ら
日
本
経
団
連
企
業
の

実
例
を
見
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
事
例

は
、
大
企
業
の
先
進
的
な
も
の
か
ら
、
多
く
の
企

業
で
実
践
さ
れ
て
い
る
一
般
的
な
事
例
ま
で
、
幅

広
く
集
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
規
模
・
業
種
を
問

わ
ず
あ
ら
ゆ
る
企
業
が
参
考
に
で
き
る
と
思
う
。

な
お
、
こ
の
ツ
ー
ル
は
、
日
本
経
団
連
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
あ
る
。

（http
://w

w
w
.keidanren

.or.jp
/japanese/

policy/csr/tool.pdf

）

さ
ら
に
日
本
経
団
連
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
重
視
さ

れ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｓ
Ｒ
第
二
回
総
会
の
模
様

―
日
本
産
業
界
の
考
え
が
反
映

Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
お
け
る
Ｓ
Ｒ（
社
会
的
責
任
）規
格
化

に
つ
い
て
は
、
今
年
三
月
の
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ル
バ

ド
ー
ル
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ
Ｇ
）第
一
回

総
会
よ
り
検
討
が
本
格
化
し
た
〔
本
誌
二
〇
〇
五

年
五
月
号
５８
頁
参
照
〕。
こ
の
総
会
後
、
三
つ
の
暫

定
タ
ス
ク
グ
ル
ー
プ（
Ｔ
Ｇ
）で
、
規
格
の
内
容
に

つ
い
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た
が
、
規
格
を
策
定

す
る
際
の
前
提
条
件
等
を
定
め
た
Ｓ
Ｒ
の
設
計
仕

様
書（
デ
ザ
イ
ン
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）が

存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
議
論
が
混
乱
し
検
討
の

取引先

○下請法を遵守した公正な
取引

○倫理観を持った公正な購
買活動の実施

○知的財産権の尊重

○経営理念、行動規範の周
知

○調達方針、調達手続きの
明示

○コミュニケーションの促
進

○安全と品質に関する要求
事項の明確化

消費者・顧客

○公正取引・競争の徹底
○消費者関連法令の遵守

○顧客対応に関わる情報の
提供

○製品・サービスに関する
適切な情報の提供

○コミュニケーションの促
進

○プライバシーの保護

○高品質かつ安全な製品・
サービスの提供

基本原則

○企業倫理の徹底を図る
○法令を遵守する

○ステークホルダーに適時
適切に情報を開示する
とともに、対話チャネ
ルを充実する

○情報を適切に管理する

○高品質かつ安全な製品・
サービスを、安全な方
法で生産・提供する

�．コンプライア
ンス
企業倫理

�．情報

�．安全と品質

参考事例

サプライヤーが、関連法令の遵守、人権尊重、環境保
全などに関するグループの基本方針を理解し実践する
ため、「サプライヤー行動規範」を制定（ソニー）

調達方針を制定し、ホームページなどで公開
取引先に対する説明会を実施

サプライヤーミーティング等を定期的に実施し、調達
や法遵守についての確認を行う
仕入先に対する説明会を開催し、グリーン調達の方針
を説明

主要項目

経営理念、行動規範を
取引先に周知する

調達方針（購買基本方
針）を公表する

サプライヤーミーティ
ングを開催する

経営理念、行動
規範の周知

調達方針、調達
手続きの明示

コミュニケーシ
ョンの促進

「CSR主要項目と参考事例」（「�．情報・取引先」の部分を抜粋）

「CSR主要要素のマトリックス」（一部）
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方
向
が
定
ま
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

九
月
二
十
六
〜
三
十
日
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開

催
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｓ
Ｒ
Ｗ
Ｇ
第
二
回
総
会
で

は
、
今
後
の
指
針
と
な
る
設
計
仕
様
書
を
ぜ
が
ひ

で
も
採
択
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

タ
イ
と
日
本
の
共
同
開
催
と
な
っ
た
第
二
回
総

会
は
、
五
四
カ
国
、
二
四
国
際
機
関
か
ら
約
三
五

〇
名（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
含
む
）が
参
加
し
、
盛
大
に

行
わ
れ
た
。
日
本
産
業
界
か
ら
は
筆
者
を
含
む
八

名（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
含
む
）が
出
席
し
た
。

注
目
さ
れ
た
議
論
に
つ
い
て
結
論
を
述
べ
れ
ば
、

日
本
産
業
界
の
考
え
方
を
概
ね
反
映
し
た
設
計
仕

様
書
が
無
事
採
択
さ
れ
た
。

日
本
産
業
界
が
コ
ス
ト
面
で
特
に
懸
念
す
る
、

第
三
者
認
証
に
繋
が
り
か
ね
な
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
規
格（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
）的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
し

て
、「
適
合
性
評
価（
第
三
者
認
証
）を
目
的
と
し

な
い
」「
Ｍ
Ｓ
Ｓ
と
し
な
い
」
と
の
前
提
条
件
が
、

設
計
仕
様
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
大
変
な

成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
実
用
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
と

す
る
た
め
実
践
の
例
示
を
含
む
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
、
さ
ら
に
企
業
を
狙
い
撃
ち
す
る
の
で
は
な
く

全
て
の
組
織
が
対
象
と
な
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
あ
る

と
再
確
認
し
た
点
な
ど
に
お
い
て
も
、
日
本
産
業

界
の
主
張
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

日
本
産
業
界
の
考
え
方
が
う
ま
く
議
論
に
反
映

さ
れ
た
背
景
に
は
、
各
国
産
業
界
と
の
緊
密
な
連

携
が
あ
っ
た
と
思
う
。
日
本
を
含
む
各
国
産
業
界

の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
準
備
段
階
か
ら
情
報
を
交
換

し
対
応
策
を
共
同
し
て
検
討
す
る
な
ど
、
会
議
の

流
れ
を
作
り
成
功
に
繋
げ
た
。

ま
た
、
日
本
が
ア
ジ
ア
と
の
連
携
強
化
に
努
め

た
こ
と
も
強
調
し
て
お
き
た
い
。
第
一
回
総
会
時

に
引
き
続
い
て
総
会
期
間
中
に
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
、
一
〇
カ
国
五
五
名
の
参
加
者
を

集
め
た
が
、
ア
ジ
ア
各
国
の
参
加
者
か
ら
は
、
日

本
が
今
後
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く

こ
と
へ
の
期
待
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

期
待
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
分
責
任
も
大

き
く
な
る
。
そ
う
し
た
責
任
を
果
た
す
た
め
、
日

本
経
団
連
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
の

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
今
後
は
、
よ
り
広
く
産
業
界

の
各
層
に
も
呼
び
か
け
、
さ
ら
に
強
力
な
支
援
体

制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
回
の
総
会
で
設
計
仕
様
書
が
合
意
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
こ
れ
か
ら
は
新
た
に
設
置
さ
れ
た
三

つ
の
規
格
策
定
グ
ル
ー
プ
で
、
規
格
の
内
容
に
関

す
る
議
論
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
。
日
本
産
業

界
と
し
て
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｓ
的
要
素
を
排
除
す
る
一
方

で
、
途
上
国
や
中
小
企
業
に
も
役
立
つ
、
シ
ン
プ

ル
で
実
用
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
作
り
に
引
き
続
き
尽

力
し
て
い
き
た
い
。
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